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平成２４年６月定例会
６月１３日 一般質問質疑応答状況

質 問 者 質問事項・内容 答 弁 者 答弁内容（検討事項） 検討・対処結果
植田議員 三宅町長 ・目指すべき将来像を実現するための４つの柱①かわもと夢・元気創造プロジ

として居住空間の整備、雇用の場の確保、医療ェクト 川本町第５次総合計画（ ）
福祉の充実、子供教育の充実を掲げ、かわもとについて
夢・元気創造プロジェクトの主要な考え方は、

・かわもと夢・元気創造プロジ この総合計画に引き継がれている。ひとつひと
ェクトの迅速な遂行と成功が必 つの事業をスピード感を持って確実に実施して
要であり、その上でさらに次の いくことが必要であると考える。今後、実施事
手を考えていく必要があると考 業の内容を詰めて今年度の補正予算、或いは次
える。具体的には３・４年のう 年度の予算に盛り込んで早急に事業を進めてい
ちにこれが成功されなければな きたいと考える。
らないと考える。このことに関
して各課において目玉となる施
策があればその現状を教えてい
ただきたい。

三宅町長 ・この計画については、具体的な事業実施計画②かわもと夢・元気創造プロジ
で盛り込んで計画的に、着実に実施していかなェクト後の川本町に対する展望
ければならないと考えている。そのためには、について
スピードとフットワークを効かせ状況に応じて

・かわもと夢・元気創造プロジ 次の手を打ち、又、優先順位を定めてその時々
ェクトの成功は、川本町の寿命 の状況に応じて対応策を講じ、この計画に沿っ
を１０年程度延命するにすぎな て事業展開をしていく。そうした中で、常に現
いと考えている。この１０年の 場主義に立ち、情報の共有化やコミュニケーシ
間に次の手を滞りなく実行して ョンの強化を図りながら、プラス思考で各事業
いかなくては、次世代に川本町 を進めていきたいと考えている。
を伝えていくことは叶わないと
いう危機感を持っている。執行
部はどのように考えているか？



- 2 -

質 問 者 質問事項・内容 答 弁 者 答弁内容（検討事項） 検討・対処結果
高良議員 ・基本的な進め方として、集落みんなで餌付け①有害鳥獣対策について 森川産業振興課長

・近年、有害鳥獣被害は甚大な となるようなことはしない。囲いや追いはらい
ものがあり、農家は大きな不安 の実施。駆除の実施による個体の減少といった
を抱えて農業に取り組んでいる 取り組みを進めている。鹿については、今年４。

、 、 、それに加え熊・鹿の目撃情報も 月 駆除の対象となり 駆除方法について今後
ある。熊については他の動物と 研究していきたい。また、熊については、島根
は異なり人的被害を伴う可能性 県、広島県、山口県の西中国地域においてツキ
もある。町としてどのような対 ノワグマは、環境省のレッドブックに「絶滅の
策を取っているか聞きたい。 おそれのある地域個体群」と記載され、３県で

指針を定め、保護管理対策を推進している。
今後は、関係機関と連絡を密にして、安全確保
に向けて迅速な対策を実施していくよう努めて
いく考えである。

・自分の命を守るためのものという認識を深め②高齢者の安否確認について 木村健康福祉課長
・独居高齢者には安否確認のた てもらいながら、携帯することの重要性を理解
めにペンダント型の緊急通報装 してもらうことも必要である。今後は、光通信
置が配られているが、携帯され を活用した高齢者の見守り支援等を関係機関と
ていないことが多い。もっと携 連携し、財政状況も踏まえながら、検討してい
帯しやすい物にする考えはない きたい。
か。

・関係機関が児童とともに下校しながら、危険③小中学生の登校時の安全確保 谷川教育課長
箇所の確認や通学方法の点検を行った後、状況について

・小学校の通学路については関 報告等を行い、協議している。その後、学校内
、 、係機関で点検されている様であ で報告をとりまとめ 児童への安全指導に活用

るが、結果を保護者に報告する そして参観日等を利用して、保護者にも情報提
必要があるのではないか。 供を行っている。

・川本大橋歩道の新設工事が島 三宅町長 ・川本大橋は、児童・生徒の通学路となってお
根県より発注されているが、鮎 り、朝夕の通勤時間帯や特に降雨・降雪時、大
の漁期ということで工事が止ま 型車両との擦れ違いの時に、非常に危険な思い
っている。生徒の安全を考えれ をしている状況である。このような状況を踏ま
ば一刻も早く工事を行う必要が え、通学路の安全確保のため、歩道橋の早期完
あるのではないか。 成に向け、県に要望したいと考える。
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質 問 者 質問事項・内容 答 弁 者 答弁内容（検討事項） 検討・対処結果
石川議員 三宅町長 ・農商工連携して 次産業化を進め川本名物を①第６次産業について 6

、 。・現在、力を注いでいる「エゴ 作り出し 全国に売り出していきたいと考える
マ」のほかに作物選定を行う議 このことにより経済効果が生み出され、雇用や
論の場を立ち上げてほしい。そ 所得の確保、地域の活性化を図る。
れを受けて食品加工の第二次産 その第 歩としての農商工が一つのテーブル1
業、流通・販売の第三次産業を につき検討する場を立ち上げたいと考える。ま
どのように推し進めていくのか た、作物選定については、例えば労働力不足や
平行して議論し、成案を得る必 規格外品のため収穫されない「西条柿 。また、」
要があると考えるが、町長の今 「ゆず」等もあり、このように川本町にあるも
後の展開の一端を聞かせてほし のを使って 次産業化を考えていきたい。6
い。

・定住対策の一環として重要な対策であると考②子育て支援について 木村健康福祉課長
・保育料については平成２４年 えるが、今後、第５次総合計画や次世代育成計
度から第３子以降、無料化とな 画、並びに財政状況等を踏まえながら検討して
っているが、第２子以降全額免 いきたい。
除とし、医療費についても、中
学校卒業まで無料化を実施して
いただきたい。

圓山議員 ・契約に基づき、持ち主・入居者がそれぞれの①定住対策について、空き家の 左田野政策推進課長
管理する範囲を明確にすることにより、双方が対策はどのように把握・管理さ
協力して管理していただくことになる。れているか尋ねる。

・空き家を利用して ターンの また、Ｉターンの方への入居条件等についてI
入居がなされているが、数ある は、自治会活動や地域の活動への参加や協力等
空き家をどのように管理されて はお願いしているが、契約については持ち主と
いるか尋ねる。併せて ターン 入居者で協議して契約し、町としては特に条件I
の方の入居条件などあれば尋ね はつけていない。
る。

松井教育長 ・島根県から「県指定の可能性は充分あるが、②丸山城趾を県文化財に指定・
調査において若干不足している部分などが見受その後の展開はどうか？

・丸山城趾を島根県の文化財に けられ、検討が必要である 」との見解をもらっ。
。 。していただけるいよう活動・推 ている 指定については頂上部分を考えている

進して欲しいという願いは前教 今後、文化財の歴史的価値や重要性を町民の
育長の時代から進言してありそ 方々に啓発していき、島根県の文化財としてい
れなりに回答はいただいたが当 きたいと考えている。
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然継続・申し送りはあるものと
思うがどのような申し送りか、
地道な活動だから明日に何とか
してくれとは言わないが、今後
の活動と併せて尋ねる。

片岡議員 三宅町長 ・本町は過去度重なる水害で全国から支援を受①被害地ガレキの受け入れにつ
けた町である。そういった中で、少量でもガレいて

・東日本大震災でのガレキの受 キの受け入れに協力したいという視点で検討し
。 、 、 、け入れについて町長の意見を尋 てきた しかし 施設の処理機能 国の支援等

ねる。 両面から考慮して断腸の思いで受け入れは困難
と判断した。

三宅町長 ・高齢者が安心して豊かに暮らせるまちづくり②高齢者にやさしい町づくりに
を目指し、ソフト面・ハード面で高齢者対策について。

・町長は３月定例会の施政方針 力点をおいて進める。
で人と人の絆を強め、相互扶助 また、要支援者・要介護については病院を核
の精神で安心して暮らせる町づ とした福祉会・社協と連携を密にして個々の状
くりを目指したいとあった。今 況に応じて的確に対応したい。
後の施策等について町長の考え
を聞きたい。

・川本町個人情報保護条例第 条に利用及び提③個人情報保護法の例外規定に 東間総務課長 7
供の制限を設け実施機関の保有する個人情報はついて。

・以前、川本町防災訓練に関し 目的以外の目的に個人情報を利用し､又は提供す
て自治会の防災名簿作成のため ることを禁止している。今回の事案は、個人情
の例外規定の可否を尋ねたとこ 報を保護する観点から公益上特に必要と認める
ろ、あてはまらないとう答弁で 事案ではないため、行政側が積極的に関与すべ
あった。今回、宮参りにおいて きものでないと判断する。
対象者等の把握において支障が
出ている。そういったことにつ
いて例外規定があてはまらない
か研究して欲しい。


